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登
録
方
法
は

こ
ち
ら

パソコンから登録

本
町
で
は
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
安
心
安
全
に
関
す
る

情
報
を
、
登
録
し
た
人
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
す
。

月
か
ら
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ん
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
か
ら
登
録
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
登
録
・
運
用
開
始
を
前
に
、
安
心
安
全
メ
ー
ル
っ
て
ど
の
よ
う
な

メ
ー
ル
な
の
？
利
用
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。



●
「
安
心
安
全
メ
ー
ル
」
っ
て
？

本
町
で
の
犯
罪
は
、
後
を
た
た
な
い
の
が
現

状
で
す
。
下
校
途
中
の
児
童
に
対
す
る
つ
き
ま

と
い
・
声
か
け
事
案
の
発
生
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
住
民
の
み
な
さ
ん
の
安
心
・
安
全

を
脅
か
す
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

安
心
安
全
メ
ー
ル
は
、
地
域
安
心
安
全
情
報

共
有
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
、
本
町
や
近
隣
町
村

で
発
生
し
た
犯
罪
な
ど
の
情
報
を
、
事
前
に
登

録
し
た
人
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
ア
ド
レ

ス
へ
一
斉
に
メ
ー
ル
配
信
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
登
録
し
た
人
の
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
の
ア
ド
レ
ス
に
不
審
者
情
報
な
ど
が
い

ち
早
く
配
信
さ
れ
、
事
件
の
未
然
防
止
や
緊
急

時
に
的
確
な
行
動
が
取
れ
二
次
被
害
を
防
ぐ
な

ど
、
地
域
の
安
全
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

み
な
さ
ん
も
安
心
安
全
メ
ー
ル
を
有
効
に
活

用
し
て
、
み
ん
な
で
地
域
の
安
全
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

●
誰
が
利
用
で
き
る
の
？

配
信
を
希
望
す
る
人
な
ら
誰
で
も
登
録
し
、

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
費
用
は
？

利
用
に
際
し
、
登
録
料
は
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
メ
ー
ル
受
信
に
か
か
る
プ
ロ
バ
イ

ダ
料
や
パ
ケ
ッ
ト
料
な
ど
の
通
信
料
は
利
用
者

自
身
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
ど
の
よ
う
な
情
報
が
配
信
さ
れ
る
の
？

中
吉
野
警
察
署
か
ら
は
、
管
内
（
大
淀
町
、

下
市
町
、
黒
滝
村
、
天
川
村
）
の
安
心
・
安
全

に
関
す
る
情
報
を
配
信
し
ま
す
。

今
後
、
町
役
場
か
ら
は
、
災
害
情
報
や
防
災

情
報
な
ど
を
配
信
す
る
予
定
で
す
。

い
ず
れ
も
情
報
は
、
平
日
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
の
間
に
配
信
す
る
予
定
で
す
。

【中吉野警察署からのお知らせ】

月 日夕方、小学生の女児
が下校途中、大淀町内で、
位の中肉中背・グレーの帽子を
目深にかぶった男につきまとわ
れるという事案が発生しました。
みなさんご注意ください。

受信メール（例）

月の稼働に先立ち、システム
のテストを 月末まで実施します。
テストメールは、 月から１月

末までの毎週月曜日に配信します。
この期間中は、送信側（町役場・

中吉野警察署）がシステム運用の確認を行いま
す。また、登録した利用者のみなさんは実際
にメールが届くか確認してください。

携帯電話で迷惑メールを受信できないよう
に設定している人は、次のドメインまたはア
ドレスからのメールを受信できるように設定
の変更をしてください。
※ 設定の変更は、各種携帯電話ショップに
確認してください。

◆メールの配信元ドメイン
「 」
◆アドレス
「 」

携帯電話から登録
■
問
い
合
わ
せ

町
役
場
総
務
課

▲ コード

「地域安心安全情報共有システム」の流れ

①配信元 ②システム ③利用者

地域安心安全情報
共有システム

安心安全に関す
る情報など、町
役場ホームペー
ジの専用ページ
に掲載

メールの一斉送信

町役場
中吉野警察署

情報を希望者全て
に提供

ＨＰ更新
配信指示

情報をメール
およびＨＰで提供

利用登録

本

稼

本

稼
月

日

本

稼

働



●老人保健制度で医療を受けている人へ●

平成 年 月から

日
本
は
世
界
最
長
の
平
均
寿
命
を
誇
り
、
健

康
寿
命
も
極
め
て
長
い
、
世
界
有
数
の
健
康
度

を
達
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
少
子
高
齢

化
が
進
み
、
高
齢
者
人
口
の
割
合
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
老
人
医
療
費
を

中
心
に
医
療
費
が
増
大
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の

医
療
費
を
賄
っ
て
い
く
た
め
、
費
用
負
担
者
で

あ
る
国
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
た
め
に
は
現
役
世
代
、
高
齢
者
世
代
を

通
じ
て
負
担
が
明
確
で
公
平
な
制
度
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
基
本
方
針
か
ら
、
医
療
保
険
制

度
改
革
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
独
立
し
た
医
療
制
度
を

創
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
広
域
連
合
の
役
割

都
道
府
県
単
位
で
す
べ
て
の
市
町
村
が
加
入

す
る
広
域
連
合
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

運
営
す
る
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

広
域
連
合
で
は
、
保
険
料
の
決
定
や
医
療
を

受
け
た
と
き
の
給
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
市
町
村
の
役
割

市
町
村
（
役
場
）
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
事
務
の
う
ち
、
保
険
料
の
徴
収
や
各
種
申

請
な
ど
の
受
付
、
保
険
証
の
引
渡
し
な
ど
の
業

務
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
人

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
の
は
、

現
在
の
老
人
保
健
制
度
と
同
じ
で
、
次
の
と
お

り
で
す
。

歳
以
上
の
人
（
誕
生
日
の
当
日
か
ら
加
入
）

歳
以
上

歳
未
満
で
、
寝
た
き
り
な
ど

の
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
人
（
広
域
連
合

の
認
定
を
受
け
た
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。）

※

現
在
、
老
人
保
健
制
度
で
障
害
認
定
を
受

け
て
い
る
人
は
、
引
き
続
き
「
広
域
連
合
の

認
定
を
受
け
た
も
の
」
と
み
な
さ
れ
る
予
定

で
す
。

●
保
険
証

被
保
険
者
全
員
に
保
険
証
（
後
期
高
齢
者
医

療
受
給
者
証
）が
１
人
に
１
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。

平
成

年
４
月
１
日
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

創
設
時
に
被
保
険
者
と
な
る
人
に
は
、
同
年
３

月
下
旬
に
、役
場
か
ら
保
険
証
を
送
付
し
ま
す
。

平
成

年
４
月
以
降
に

歳
に
な
る
人
に
つ
い

て
も
、
そ
の
都
度
、
役
場
か
ら
保
険
証
を
送
付

し
ま
す
。

●
「
障
害
認
定
」
の
取
下
げ
請
求

現
在
、
老
人
保
健
制
度
に
お
い
て
市
町
村
の

障
害
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
平
成

年
４

月
以
降
は
そ
の
ま
ま
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
障
害
認
定
に
よ
り
被
保
険
者
と
な
っ

た
人
は
、
障
害
認
定
の
取
下
げ
申
請
を
す
る
こ

と
で
、
被
保
険
者
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、

歳
到
達
ま
で
に
一
度
取
下
げ
を
し

て
も
、
再
度
「
障
害
認
定
申
請
」
を
行
う
こ
と

は
可
能
で
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
場
合
】

保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
は
「
１
割
」
と

な
り
ま
す
。
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
）

【
障
害
認
定
を
取
下
げ
た
場
合
】

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
被
用
者
保
険
（
健

康
保
険
組
合
や
共
済
組
合
等
）
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
は
、
通
常
「
３
割
」

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
福
祉
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

創
設
の
背
景

制
度
の
概
要

運
営
の
仕
組
み

▲現在、老人保健制度医療受
給者証をお持ちの人は、来
年４月１日から対象になり
ます。

新しい



低所得Ⅰ

低所得Ⅱ

一　　般

の
対
象
者
に
は
医
療
費
の
助
成
制
度
が
あ

り
ま
す
。

保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
奈
良
県
内
で
均
一

と
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
は
、
被
保
険
者
１
人
ひ

と
り
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
等
割
」
と
、
被

保
険
者
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
」
と
の
合
計
に
な
り
ま
す
。

●
均
等
割
の
保
険
料

均
等
割
の
保
険
料
は
年
額
３
万
９
９
０
０
円

で
す
。

低
所
得
者
は
、
世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て

均
等
割
の
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

こ
の
表
の
世
帯
の
総
所
得
金
額
【
基
準
額
】

を
超
え
な
い
世
帯
が
、
均
等
割
額
の
軽
減
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
所
得
割
の
保
険
料

所
得
割
の
保
険
料
率
は
７
・
５
％
で
す
。

年
金
収
入
で
年
額
１
５
３
万
円
以
下
の
人

は
、
所
得
割
は
課
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。（
０
円
）

社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
、

加
入
し
て
か
ら
２
年
間
、
均
等
割
の
保
険
料
が

５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
低
所
得
の
人
で
７
割

軽
減
に
な
る
場
合
は
そ
の
軽
減
割
合
で
す
。）

ま
た
、
こ
の
期
間
（
２
年
間
）
は
所
得
割
の

保
険
料
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

※

国
で
は
現
在
、
こ
の
部
分
の
保
険
料
を
一

定
期
間
凍
結
す
る
趣
旨
の
も
と
検
討
中
で
す
。

保
険
料
の
徴
収
は
、
各
市
町
村
（
役
場
）
が

行
い
ま
す
。
徴
収
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
特
別
徴
収
】
年
額

万
円
以
上
の
年
金
受
給

者
は
、
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
特

別
徴
収
の
対
象
者
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
介

護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
、
年
金
額

の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
、
天
引
き
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
普
通
徴
収
】
特
別
徴
収
の
対
象
者
と
な
ら
な

い
人
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替
な
ど
に
よ
り
市

町
村
に
納
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
自
己
負
担
割
合

病
院
な
ど
の
医
療
機
関
で
の
医
療
費
の
自
己

負
担
は
、
原
則
と
し
て
「
１
割
」
で
す
。
し
か

し
、
収
入
が
多
い
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
に

な
り
ま
す
。
こ
の
自
己
負
担
割
合
は
現
在
の
老

人
保
健
制
度
と
同
じ
で
す
。

●
自
己
負
担
限
度
額

【
医
　
療
】

病
院
な
ど
の
医
療
機
関
で
の
医
療
費
の
自
己

負
担
額
が
限
度
額
を
超
え
た
分
は
、
高
額
療
養

費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
自
己
負
担
限

度
額
は
現
在
の
老
人
保
健
制
度
と
同
じ
で
す
。

【
医
療
＋
介
護
】

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
世
帯
に
介
護
保
険

の
受
給
者
が
い
る
場
合
、
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
そ
れ
ぞ
れ
自
己
負
担
限
度
額
を
適
用
し
た

後
に
、
そ
の
両
方
の
自
己
負
担
を
合
算
し
て
限

度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
限
度
額
を
超
え
た
金

額
が
還
付
さ
れ
る
（
戻
っ
て
く
る
）
制
度
が
設

け
ら
れ
ま
す
。

●
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

０
７
４
４

８
４
３
０

●
町
役
場
ほ
け
ん
課

０
７
４
７

５
５
０
１

医
療
費
の
自
己
負
担

保
険
料

保
険
料
の
徴
収
方
法

問
い
合
わ
せ
先

軽減割合 世帯の総所得金額【基準額】

割軽減 【基礎控除額（ 万円）】

割軽減

割軽減 【基礎控除額（ 万円）＋ 万円×被保険者数】

※ 世帯主が後期高齢者医療の被保険者でない場合であっても、
軽減の判定の際の対象となります。

【基礎控除額（ 万円）＋ 万円×被保険者数

（被保険者である世帯主を除く）】

後期高齢者医療制度＋介護保険

一　　　　　般 万円

現役並み所得者 万円

住民税 低所得者Ⅱ 万円

非課税 低所得者Ⅰ 万円

※（ ）内の金額は 回目以降の金額

■自己負担限度額（ ヶ月あたり）■高額介護合算療養費の自己負担額（年額）

外来 入院

（世帯単位）

円＋（医療費

－ 円）× ％

（ 円）※

円

円

円

円

円

円

外来（個人単位）

一定以上

所 得 者



夢わくワーク・
月７日（水）から９日（金）まで、町立大淀中学

校の２年生 人が、町内外の事業所で職場体験を

行いました。

生徒たちは、実際に社会に出て地域の人々とふ

れあい、働くことの厳しさや喜びを実感し、守る

べきルールやマナー、生きる力を学んだようです。

なし

文化の薫り高く
月３日（土）と４日（日）、町文化会館などを会

場に第 回町文化祭が開催されました。

町展の会場には、俳句・短歌、絵画、書道、手

芸、工芸、写真、また、華道などの力作が数多く

展示され、芸能発表会には、舞踊、コーラス、大

正琴、健康体操など グループが出場し、日ごろ

の練習の成果を披露しました。

このほかにも、お茶席やおりがみ講習会、カラ

オケ大会、囲碁・将棋大会などが開催され、年に

一度の町を挙げての「文

化の祭典」は盛大に行わ

れました。

▲晴れ舞台「芸能発表会」

▲見ごたえある「町展」

囲碁・将棋大会の結果（敬称略）

囲碁の部

優　勝　日浦勝夫（新町２）

準優勝　吉村雅司（土　田）

第三位　辻　正之（土　田）

将棋の部

優　勝　土岐利男（南大和）

準優勝　北　茂光（土　田）

第三位　佐伯文衛（北　野）

秋の当麻路をウォーキング
月 日（水）、町内に住む 歳以上の人を対象

に、町健康ウォークが行われました。

この健康ウォークは、参加者同士がふれあいな

がら歩くことで、心身共に健康になって欲しいと

いう願いを込めて毎年行われているものです。

この日は秋晴れのもと、

およそ 人のみなさんが、

当麻寺や二上山ふるさと公

園などの秋の当麻路を和気

あいあい楽しくウオーキン

グしました。

平和への誓いを新たに
月 日（金）、町中央公民館で町戦没者追悼式

と町遺族会総会が厳かに行われました。

戦没者追悼式では、町から出兵して戦死した

人々の冥福を祈るとともに、平和への誓いをこめて、

英霊に白い菊の花が手向けられました。

戦後 年以上が経ち、戦争を知らない世代が多

くなった今、戦争がもた

らす悲しみ、そして平和

の大切さを改めて考え直

すべきではないでしょう

か。

自慢の農作物が勢ぞろい
月 日（土）と 日（日）、町文化会館で第 回

町農林産物品評会が開催され、 点の農林産物が

出品されました。

今年は、まれに見る夏の高温など気候の条件が

厳しい中にもかかわらず、出品された農産物はど

れも見事な出来栄えのものばかりで訪れた人から

も感嘆の声が漏れていま

した。

審査の結果、今西利宗

さん（口越部）の白菜と、

米田吉宗さん（矢走）の大

根が特賞に選ばれました。

▲ガソリンスタンド ▲消防署

▲出品された農産物は、即
売会で売りに出され、大
勢の人でにぎわいました。▲献花を行う遺族



森川　武さんが

藍綬褒章を受章
中吉野広域消防組合がＷ受賞
第 回全国消防広報コンクール

森川武さん（口越部）が藍綬褒章を受章されまし

た。

森川さんは、昭和 年に町選挙管理委員会委員

に就任されて以来、住民のニーズに的確に対応す

るため、さまざまな選挙執行対策を模索されてき

ました。

また近年、若年層を中心として投票率低下の傾

向にある中、投票率を高めるための方策の検討を

重ね、選挙啓発に貢献されました。今回の受章は

その功績によるものです。

受章に際し森川さんは、「ただただ恐縮していま

す。今回受章で

きたのも他の委

員さんが、日々

一生懸命努力し

てくださったお

陰です。」と語っ

てくださいまし

た。おめでとう

ございます。

歌って、笑って楽しく交流
ふれあいの集い

月 日（土）、町文化会館あらかしホールで、

町ボランティア連絡協議会主催「ふれあいの集い」

が開催されました。

この催しは、 歳以上のひとり暮らしをする高

齢者のみなさんに楽しく交流してもらうことを目

的に行われたもので、保育園児の演技などのアト

ラクション、講話、福祉劇など盛りだくさんの内

容に、参加者

は楽しいひと

ときを過ごし

ました。

新校舎が完成
町立大淀桜ヶ丘小学校

平成 年から建て替え工事が行われていた町立

大淀桜ヶ丘小学校の新校舎が完成し、 月７日（水）

竣工式が行われました。

新校舎は、木材をふんだんに使用し、広々と開

放感があるのが特徴です。

竣工式では、工事に関わった人に児童から手作

りの花束が贈られました。

ぬくもりとゆとりのある校舎で、児童たちが明

るく元気にの

びのびと育っ

てほしいです

ね。

▲竣工式の様子▲会場全体が大いに盛り上がりました。

中吉野広域消防組合消防本部が第 回全国消防広

報コンクールの「広報写真部門」「ホームページ部門」

で優秀賞をＷ受賞し消防庁長官表彰を受けました。

今回初めての応募で受賞した「広報写真部門」

では、放水体験に真剣に取り組む子どもの表情と

消防隊員の優しい表情が、一昨年に続き２回目の受

賞となった「ホームページ部門」では、毎月

件を超えるアクセスがあるほどの充実したコンテ

ンツが評価されての受賞となりました。

受賞に際し山尾登消防長は、「今後も消防広報を

通して、よりよい地域づくりを進めたい。」と語っ

てくれました。

◆中吉野広域消防組合

ホームページアドレス

中吉野広域消防組合
消防本部
ホームページ部門

山口博司さん（右）
広報写真部門

道下弘巳さん（左）



少年少女野球大会
月 日・ 月 日に「吉野郡青少年指導員

連絡協議会杯」が、また、 月 日・ 日に

「大淀町長杯」少年少女軟式野球大会が開催されま

した。

どちらの大会も、参加したチームは日ごろの練

習の成果を十分に発揮し、素晴らしいプレーを披

露しました。

【吉野郡青少年指導員連絡協議会杯】

○参加チーム チーム

○主な結果

優　勝 大淀緑ヶ丘ファイターズ（大淀町）

準優勝 下市レッドベアーズ（下市町）

【大淀町長杯】

○参加チーム チーム

○主な結果

優　勝 黒滝少年野球（黒滝村）

準優勝 下市レッドベアーズ（下市町）

月 日（火）、大淀パークゴルフ場（大岩）で

第 回あらかしカップパークゴルフ大会が開催さ

れ、 人が参加しました。

○主な結果

【男子の部】優　勝 松田京太郎　スコア

【男子の部】準優勝 柳原　正義　スコア

【男子の部】第 位 小屋敷憲司　スコア

【女子の部】優　勝 扇谷　英子　スコア

【男子の部】準優勝 森　　恒子　スコア

【男子の部】第 位 谷　　恒子　スコア

町体育協会　秋季大会
町内の各施設を会場に町体育協会主催「秋季大

会」が開催されました。

参加したみなさんはスポーツを通じて、お互い

に親睦と交流を深めました。

主な結果を紹介します。（敬称略）

■ソフトボール競技

優　勝：南大和

準優勝：北野クラブ

第 位：雄仁・トッシーズ

■家庭バレーボール競技

優　勝：北野クラブ

準優勝：ウイング

第 位：シュガーズ・口桧垣本Ｖ．Ｂ．Ｃ

■ゲートボール競技

優　勝：新一あゆみ会

準優勝：桧垣本

第 位：新野友の会

■剣道競技

【小学校 年生までの部】

優　勝：松尾　英治

準優勝：大田　彩乃

第 位：松尾　明彦

■グラウンド・ゴルフ競技

【団体の部】

優　勝：下渕体育会

準優勝：西々部体育協会Ａ

第 位：東部体育協会

【個人の部】

優　勝：西岡　常晴

準優勝：梅本　　明

第 位：中谷　節子

男子の部

女子の部

あらかしパークゴルフ大会

▲優勝した大淀緑ヶ丘ファイターズのみなさん

（吉野郡青少年指導員連絡協議会杯）



大淀中学校英語指導助手の　　

ジャレード・クリストマンさん

こんにちは、みなさん。寒くなってきましたね。最近、
この寒い気候のせいで、私はすごく体調をくずしました。
でも、もう大丈夫です。そして、秋は木々が美しいので、
私は秋が好きです。二週間前に、私は京都へ行きました。
おいしい日本料理を食べ、たくさん有名な場所を見学し、
二日間旅館に泊まりました。とても素晴らしい旅行だっ
たと思っています。
金閣寺や二条城や渉成園などに行きました。私は日本

の古く、そして伝統的な物に興味があるので、お寺やお
城を見るのは素晴らしい思い出になりました。日本の古
い建築様式はとても興味深いです。私がドイツに行った
時、西洋のお城を見たことがありましたが、それとはと
ても違います。とにかく私の京都の小旅行はとてもよか
ったので、もう一度行きたいと思っています。
大中で、今週、二年生が英語のスピーチテストを受け

ています。外国語で話すことは難しいし、少し恥ずかし
いけれども、大中の学生はすごくがんばっています。中
間テストなどが終わって先生と学生のストレスは少なく
なっていますが、もうすぐ期末テストです。
そして、三年生は入試に向けて勉強しています。では

みなさん、また来月。

’ ？
’

－

－

－ ’
’

’

施　設　名 休　業　期　間

◆町役場 月 日（土）～１月３日（木）

◆町立大淀病院 月 日（土）～１月３日（木）

◆町水道部 月 日（土）～１月３日（木）

◆町保健センター

◆ふれあい活動センター

◆町立旭ヶ丘総合センター

◆町立桜ヶ丘総合センター 月 日（土）～１月３日（木）

◆町立桜ヶ丘児童館

◆町社会福祉協議会

◆ 町シルバー人材センター

施　設　名 休　業　期　間

◆町立図書館 月 日（金）～１月４日（金）

◆町健康づくりセンター 月 日（金）～１月４日（金）

◆町文化会館

◆町中央公民館

◆町立杉本記念文化センター

月 日（金）～１月４日（金）

◆おおよどパークゴルフ場

◆町立体育館（平畑・桜ヶ丘・旭ヶ丘）

◆町老人福祉センター 月 日（水）～１月４日（金）

◆町営斎場

◆一般廃棄物最終処分場 月 日（土）～１月３日（木）

ただし、戸籍の届け出（婚姻届や死亡届など）は、
休業期間中も町役場１階警備員室（庁舎西側）で受
け付けます。

休診期間中でも、救急の場合は応急処置のみ行いま
すが、診療スタッフが限定されており、状況によっ
ては診察および特別な検査が出来ない場合がありま
すのでご了承ください。なお、来院する際は、事前
に町立大淀病院（ ）へ連絡してくださ
い。

火曜日は休館日ですが、 日（火）は開館します。

年末年始も平常通り業務を
行います。

◆ごみ、し尿の収集業務の日程は、本紙折り込みチラシを
ご覧ください。

◆平畑運動公園
（サッカー場、テニス場）

水道管の漏水など緊急の場合は、町水道部（
）へ連絡してください。

月 日（金）は図書の特別整理のため休館します。

プールの利用は、 月 日（日）までです。
月 日（月）から 日（木）は、トレーニングルーム

のみ利用できます。



育
て
よ
う

一
人
ひ
と
り
の

人
権
意
識

～
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
～

世
界
人
権
宣
言
は
、
基
本
的
人
権
を
遵
守
し

確
保
す
る
た
め
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す

べ
て
の
国
々
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
目
的
と
し

て
、
１
９
４
８
年
（
昭
和

年
）

月

日
の

第
３
回
国
連
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

国
連
は
、
世
界
人
権
宣
言
の
目
的
達
成
に
向

け
て
、
採
択
日
の

月

日
を
「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
人
権
擁
護
活
動
を
積
極
的
に
推
し
進
め

る
こ
と
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、

月
４
日
か
ら

日
ま
で
を
「
第

回

人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
デ
ー
の
意
義
を
訴

え
る
と
と
も
に
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
世
界
人
権
宣
言
の
意
義

を
全
て
の
住
民
に
訴
え
て
さ
ら
な
る
人
権
意

識
・
人
権
感
覚
の
高
揚
を
め
ざ
し
、
行
政
・
関

係
機
関
（
団
体
）
・
企
業
・
住
民
が
一
つ
と
な

っ
た
取
り
組
み
を
推
し
進
め
ま
す
。

女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
、
男

女
の
役
割
を
固
定
的
に
と
ら
え
る
意
識
な
ど
か

ら
生
ず
る
男
女
間
に
お
け
る
格
差
意
識
は
、
家

庭
や
職
場
で
依
然
と
し
て
根
強
く
残
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
代
の
社
会
問
題
で
も
あ
る
女
性

に
対
す
る
暴
力
の
解
消
も
重
要
な
課
題
で
す
。

少
子
化
や
高
齢
化
が
進
む
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

担
う
に
は
、
女
性
と
男
性
が
対
等
の
立
場
で
協

力
し
あ
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

「
い
じ
め
」
や
「
虐
待
」
な
ど
、
子
ど
も
の

人
権
を
め
ぐ
る
問
題
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
も
一
人
の
人
間
と
し
て
最
大
限
に

尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

社
会
全
体
が
自
覚
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
を
大
切
に
す
る

心
を
育
て
よ
う

平
均
寿
命
の
大
幅
な
伸
び

や
少
子
化
な
ど
を
背
景
と
し

て
、
社
会
の
高
齢
化
は
極
め

て
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成

年
に
は
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
自
立
し
た
一
個
人
と

し
て
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
を
お
く
る
こ
と

の
で
き
る
社
会
を
築
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
他
の
重
点
目
標
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

○
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等

を
実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な
ど
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し

よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は

止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く

そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す

る
認
識
を
深
め
よ
う

啓
発
活
動
の
重
点
目
標
（
概
要
）

人権 擁護委 員

本町には、法務大臣から委嘱された

６人の人権擁護委員が、人権に関する

相談に応じています。

秘密は堅く守られますので、安心し

て相談してください。

大淀町の人権擁護委員（敬称略）

氏　名 住所 電　話

池田　洋行 中　増

仲川　佳子 新　野

中迫　清子 土　田

松本　龍男 桧垣本

綿田　昭夫 下　渕

田中　伸幸 佐名伝

育
て
よ
う

一
人
ひ
と
り
の

人
権
意
識

～
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
～

奈

良

県

地

方

法

務

局

奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

大

淀

町



■日時 午前９時～午後４時
（土、日、祝日を除く毎日）

■場所 大淀町役場
■問い合わせ 大淀町役場人権施策推進室

■日時 毎週月・水・金曜日
午前９時～午後５時

（祝日および金曜日の午後を除く）
■場所 大淀町中央公民館３階
■問い合わせ 教育相談室　

■日時 毎月第２・第４水曜日
午後１時～午後４時

■場所 大淀町社会福祉協議会
■問い合わせ 大淀町社会福祉協議会

■日時 月 日 
午後１時～午後４時

■場所 大淀町役場

無料法律相談（３町巡回）

心配ごと合同相談

教育相談

人権相談

■問い合わせ 大淀町役場住民生活課
（要予約）

■日時 １月 日 
午後１時～午後４時

■場所 吉野町役場
■問い合わせ 吉野町役場町民課

■日時 ２月 日 
午後１時～午後４時

■場所 下市町役場
■問い合わせ 下市町役場住民福祉課

■日時 月の毎週火曜日
午後１時～午後４時

■場所 下市町役場
■問い合わせ 下市町役場住民福祉課

月、 月、２月は実施しません。
■日時 ３月 日 

午前９時～午後４時
■場所 大淀町中央公民館
■問い合わせ

県建築協同組合中吉野支部

住宅増改築相談

消費生活相談

■日時 毎月第２火曜日
午前 時～午後３時

■場所 大淀町役場
■問い合わせ 大淀町役場住民生活課

■日時 １月 日 
午前 時 分～午後４時

■場所 下市町保健センター
■問い合わせ 高田児童相談所

児童相談

無料交通事故相談相　 談　

法テラス
身近な法的トラブルについてお

気軽に問い合わせてください。
解決に役立つ法制度や最適な相

談機関を紹介します。
■問い合わせ　

法テラス日本司法支援センター

－

月になり寒い時季を迎えています。これからは火を

使うことが多くなってきます。

この時季によく使うのが、手軽に移動ができる便利な

石油ファンヒーターやストーブですが、これらは火災原

因の上位を占めています。

使用する前には、周囲を整理整頓
とん

すること、カーテン

やふすまなどに近付け過ぎないこと、上から物が落ちて

くる危険がないかどうかを確かめることなど、安全をし

っかり確認してから点火する習慣をつけましょう。

また、給油をする際は、必ず火を消してから行いまし

ょう。

座
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
に
衣
装

を
着
付
け
て
も
ら
い
、
大
喜
び
で
練
習

を
始
め
ま
し
た
。
小
鼓
・
太
鼓
の
打
楽

器
で
苦
労
す
る
の
は
掛
け
声
で
、
恥
ず

か
し
い
と
思
う
と
な
か
な
か
大
き
な
声

が
出
ま
せ
ん
。
笛
は
吹
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
唱
歌
を
う
た
い
息
継
ぎ

や
リ
ズ
ム
の
お
け
い
こ
も
し
て
い
ま
す
。

舞
は
二
人
一
組
の
練
習
で
す
が
、
ま
だ

ち
ゃ
ん
と
型
を
覚
え
て
い
な
い
の
で
互

い
の
動
き
に
頼
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
悪

戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
。

▲掛け声は大きな声で「ほお」

大淀消防署からのお知らせ

（ 月 日防火パレード）

大淀町消防団
大 淀 消 防 署



〈
赤
い
石
〉の
語
る
地
域
史

比
曽

あ

あ

平成 年度文化財事業の一環として、町民のみなさんを対象に歴史学習会を行っています。

郷土の歴史と文化から、新しいまちづくりのきっかけを探してみませんか。

■日　時 月 日（金）午後７時から１時間半程度　

■テーマ 大岩の歴史と文化

■場　所 町公民館大岩分館

■問い合わせ先 町教育委員会生涯学習課　

▲出口山門の名残りをとどめる

比曽石の石碑

前
回
紹
介
し
た
北
六
田
地
区
を
出

発
し
て
、
吉
野
川
に
架か

か
る
美
吉
野

橋
を
右
手
に
見
な
が
ら
、
国
道
１
６

９
号
線
を
東
へ
行
く
と
、
比
曽
地
区

へ
と
向
か
う
上
り
坂
に
至
り
ま
す
。

そ
の
上
り
坂
の
途
中
に
あ
る
、
近
鉄

の
踏
み
切
り
の
傍

か
た
わ

ら
に
、
ひ
っ
そ
り

と
石
塔
群
が
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
付
近
に
は
か
つ
て
、
国
中

く
ん
な
か

か

ら
壺
阪
寺
（
南
法
華
寺
）
、
比
曽
寺

（
世
尊
寺
）
を
通
り
、
柳
の
渡
し
を

渡
っ
て
吉
野
山
へ
と
続
く
参
詣
道
に

沿
っ
て
、
世
尊
寺
の
脇
堂
と
も
称
さ

れ
た
「
出で

口
山
門

ぐ
ち
さ
ん
も
ん

」
が
建
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
石
塔
群
は
、
そ
の
名
残

り
を
と
ど
め
る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
こ
の
石
塔
群
は
、
ず
い

ぶ
ん
と
「
赤
い
色
」
を
し
て
い
ま
す
。

遠
く
か
ら
で
も
目
立
つ
、
特
徴
あ
る

石
で
す
。
今
回
は
こ
の
石
に
注
目
し

て
比
曽
の
歴
史
の
一
端
を
垣
間
見
る

こ
と
に
し
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
で
は
、
石
灯
籠

い
し
ど
う
ろ
う

や
墓

石
に
加
工
し
や
す
い
良
質
の
石
材
が

と
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
「
出で

口
石

ぐ
ち
い
し

」
「
比
曽

ひ

そ

石い
し

」
と
呼
ん
だ
そ
う
で
す

（「
昭
和

年

月

『
広
報
大
淀
』
第

号

大
字
展
望
【
２
】）
出
口
」
よ

り
）。こ

の
比
曽
石
は
、
正
確
に
は
桃
色

～
あ
ず
き
色
（
本
来
は
灰
色
に
ち
か

い
色
で
す
が
、
空
気
に
ふ
れ
る
と
赤

っ
ぽ
い
色
に
変
色
し
ま
す
）
の
石
で
、

石
英
安
山
岩

せ
き
え
い
あ
ん
ざ
ん
が
ん

と
い
う
種
類
に
属
し
ま

す
。
よ
く
み
る
と
、
ザ
ラ
メ
の
よ
う

な
大
粒
の
白
色
の
鉱
物
（
長
石

ち
ょ
う
せ
き

な
ど
）

を
多
く
含
ん
で
い
る
の
が
わ
か
り
ま

す
。比

曽
石
は
加
工
が
し
や
す
く
、
吉

野
川
の
流
域
を
中
心
に
、
江
戸
時
代

に
な
っ
て
か
ら
広
く
流
通
し
ま
し
た
。

ど
の
く
ら
い
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い

る
の
か
は
、
ま
だ
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
石
の
考
古
学
者
・
奥お

く

田だ

尚
ひ
さ
し

さ
ん
（『
石
の
考
古
学
』
学
生
社
・

２
０
０
２
年
刊
行
の
著
者
）
や
、
大

淀
町
文
化
財
調
査
委
員
会
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
た
と

こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
事
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

比
曽
石
の
名
前
は
、
わ
が
町
の
比

曽
が
主
な
採
石

さ
い
せ
き

地ち

で
あ
っ
た
事
か
ら

つ
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
出

口
地
区
に
は
石
切
り
場
跡
が
残
っ
て

い
て
、
そ
の
せ
り
立
っ
た
崖
面
に
は
、

幅

セ
ン
チ
前
後
の
矢や

穴あ
な

（
石
を
割

り
取
る
た
め
に
く
さ
び
を
打
ち
込
む

穴
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。

比
曽
石
製
品
は
特
徴
あ
る
石
材
な

の
で
、
一
目
み
れ
ば
す
ぐ
に
気
が
つ

き
ま
す
。
石
垣
や
階
段
、
神
社
で
は

石
灯
籠
、
手
水
鉢

ち
ょ
う
ず
ば
ち

な
ど
、
寺
院
で
は

墓
石
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
吉

野
山
の
如に

ょ

意い

輪り
ん

寺じ

に
あ
る
寛
文

か
ん
ぶ
ん

２

（
１
６
３
３
）
年
の
巨
大
な
供
養
塔

を
最
古
例
と
し
て
、

世
紀
後
半
ご

ろ
の
寛
文
・
元
禄

げ
ん
ろ
く

年
間
か
ら
、
吉
野

郡
の
各
地
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
特
に
、
比
曽
地
区
を
含
む

大
淀
町
東
部
か
ら
吉
野
町
に
か
け
て

多
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代

の
後
半
期
（

・

世
紀
）
に
な
る

と
、
五
條
市
域
を
含
む
吉
野
川
流
域

や
、
下
市
町
、
川
上
村
と
い
っ
た
吉

野
郡
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
橿
原

市
や
高
市
郡
内
（
高
取
町
・
明
日
香

村
）
、
宇
陀
方
面
な
ど
の
広
い
範
囲

に
分
布
が
拡
大
し
ま
す
。
最
も
新
し

い
作
例
で
は
、
明
治
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。

数
百
年
も
の
間
、
数

キ
ロ
を
超

え
て
比
曽
石
製
品
が
運
ば
れ
る
た
め

に
は
、
吉
野
川
の
水
運
や
、
街
道
を

往
来
す
る
陸
運
の
発
達
が
そ
の
背
景

に
あ
っ
た
事
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

そ
の
石い

し

工く

集
団
を
支
え
て
い
た
地
域

力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
可
能
で
あ
っ
た

と
い
え
ま
す
。

比
曽
の
ま
ち
は
、
聖
徳
太
子
信
仰

の
大
寺
院
で
も
あ
っ
た
比
曽
寺
（
世

尊
寺
）
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
と

も
い
え
ま
す
が
、
吉
野
地
域
を
代
表

す
る
石
材
加
工
産
業
の
中
心
地
で
も

あ
り
ま
し
た
。
史
跡
比
曽
寺
跡
に
残

る
著
名
な
東
西
塔
跡
の
礎
石
や
、
境

内
に
残
る
石
塔
、
石
垣
に
も
ま
た
、

比
曽
石
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
寺

院
が
産
業
を
支
え
、
産
業
が
大
寺
院

を
支
え
た
歴
史
が
、
そ
の
石
に
刻
ま

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

◇
町
教
育
委
員
会

文
化
財
技
師
　
松
田
　
度

ひ

そ



おおみそ か

いろど

あお

かな

作／川端誠　ＢＬ出版

監修／後藤三枝子　小学館

作／ミヒャエル・エンデ

絵／川西芙沙　岩波書店

年越しが近づくと、それぞれの家

ではお正月を迎えるための準備が始

まります。年の神様は、お節料理を

作るために十二の動物たちを集め

て、それぞれ順番に係を決めました。

さて、動物たちの準備のようすは

…？　

川端誠さんが描く、十二支とお節

にまつわる物語。

大晦日、悪い魔法使いと魔女が、

なんでも望みをかなえてくれる魔法

のカクテルを使って「動物の滅亡や

地球の汚染をすすめる」という大魔

王からの命令を実行しようとします。

動物団体から派遣されてきたスパ

イ猫や別の魔女のカラスが何とかや

めさせようと行動を開始しますが

…。

大掃除の前に掃除や洗濯の『基本』

を見直してみませんか？　ぞうきん

の絞り方から、面倒で手間のかかる

換気扇の手入れまで、これ一冊で家

中のすべての掃除に対応。洗濯につ

いても、これさえ知っていれば失敗

しない、基本にこだわった方法を紹介。

快適な暮らしに近づける一冊。

かな

著／森千景　日貿出版社

年賀状は、一年を華やかに彩る心

の交流。つたなくとも手描きの年賀

状だからこそ、心に届くものもあり

ます。墨や顔彩を中心に、クレパス、

ペンなどで彩りを添えた楽しい年賀

状を描いてみませんか？

縁起物や風物、十二支をテーマに

した遊び心あふれる作例を豊富に収

録。

月のおはなし会
● 月 日（日）午後３時～ こどものためのおはなし会
● 月 日（土）午後２時 分～ こどものためのおはなし会
● 月 日（日）午後２時～ 大人のための朗読会　響あ

現在の蔵書数は 冊です

日　月　火　 木　金　土　

　　　　　

　　　　　

水　

文化会館・図書館ともに休みの日　

ホール・会議室等が使用できない日　

図書館が使用できない日　　　　　

月 日（金）から 月 日（木）

年末年始の図書館休館（ 月 日～１月４日）の前に、通

常の倍の冊数・期間、本を貸し出します。この期間中は、

１人 冊まで、４週間の貸出になります。年末年始はゆっ

くりと読書をお楽しみください。

図書の特別整理による休館にご協力いただきあ

りがとうございました。この期間に図書館にある

すべての本をチェックして点検を行いました。み

なさんに気持ちよく図書館を利用していただける

よう書架も整理しました。古くなった本や書架に

入りきらない本は書庫に移動していますので、お

探しの本が見つからない場合はカウンターでお尋

ねください。

図書館では毎月およそ 冊の本が

増えています。みなさんのご来館をお

待ちしています。



町職員の給与の実態、勤務条件

や研修などの状況について知って

いただくため、その概要について

公表します。

なお、ここに記載している給与

などはすべて税金や保険料などを

差し引く前の金額です。また、臨

時または非常勤の職員については

含まれていません。

普通会計

一般会計に一部の特別会計を加

えたもので、国民健康保険事業や

下水道事業などの特別会計、水道

と病院の事業会計は除かれます。

一般行政職

全職員から特別職、税務職、医

療職、企業職、技能労務職、教育

職などの職員を除いた職員をいい

ます。

ラスパイレス指数

国家公務員の給与水準を と

した場合の地方公務員の給与水準

を示す指数です。

職員の給与等の状況

◆人件費の状況（普通会計、平成 年度決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含んでいます。

住民基本台帳人口 歳出額
実質収支

人件費 人件費比率

（年度末） （Ａ） （Ｂ） （Ｂ／Ａ）

年３月 日現在 千円 千円 千円 ％

人

◆職員給与等の状況（普通会計、平成 年度決算）

（注）１．職員手当に退職手当は含んでいません。
（注）２．給与費は当初予算に計上された額です。

職員数 給　　　与　　　費 一人当たり給与費

（Ａ） 給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） （Ｂ／Ａ）

千円 千円 千円 千円 千円
人

◆職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成 年４月１日現在）

（注）１．給与とは、給料と職員手当（扶養手当、通勤手当など）を合わせたものです。
（注）２．国家公務員の平均給与月額には職員手当の一部（時間外勤務手当、特殊勤務手当

等）が含まれていません。

区 分
一　般　行　政　職 技 能 労 務 職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

大淀町 円 円 歳 ヵ月 円 円 歳４ヵ月

国 円 円 歳８ヵ月 円 円 歳 ヵ月

◆職員の初任給の状況（平成 年４月１日現在）

（注）大淀町の決定初任給は、初級試験（高校卒業程度の試験）の結果に基づき職員となっ
た者の額です。

区　　　　　分 大　　淀　　町 国

一般行政職
大 学 卒 円 円

高 校 卒 円 円

◆職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 年４月１日現在）

（注）経験年数とは、卒業後ただちに採用され、引き続き勤務している場合は、採用後の年
数をいうものです。

区　　　分
経験年数 経験年数 経験年数

５年以上 年未満 年以上 年未満 年以上 年未満

一般行政職
大学卒 円 円 円

高校卒 円 円

◆一般行政職の級別職員数の状況（平成 年４月１日現在）

（注）１．大淀町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
（注）２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計

標準的な 主事補 主　事 主　事 係　長
課長補佐 課　長

部　長

職務内容 技師補 技　師 技　師 主　査 次　長

職 員 数 ９人 人 人 人 人 人 人 人

構 成 比 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

◆ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

区　　分 平成 年 平成 年 平成 年

大　淀　町

全国町村平均



区 分 内　　　　　　　容
国の制度

との異同

大　　淀　　町 国

大　　淀　　町 国

職員手当の状況

◆期末手当・勤勉手当

（ 年度支給割合）

期末手当 勤勉手当

６月期 月分 月分

月期 月分 月分

計 月分 月分

職制上の段階、職務の級等による

加算措置 有

（ 年度支給割合）

期末手当 勤勉手当

６月期 月分 月分

月期 月分 月分

計 月分 月分

職制上の段階、職務の級等による

加算措置 有

◆退職手当（平成 年度）

（支給率） 自己都合 勧奨・定年

勤続 年 月分 月分

勤続 年 月分 月分

勤続 年 月分 月分

最高限度額 月分 月分

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置

（２～ ％加算）

退職時特別昇給（４号給）

※平成 年度限りで廃止

１人当たり 自己都合 勧奨・定年

平均支給額 千円 千円

（支給率） 自己都合 勧奨・定年

勤続 年 月分 月分

勤続 年 月分 月分

勤続 年 月分 月分

最高限度額 月分 月分

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置

（２～ ％加算）

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支
給された平均額です。

◆その他の手当（平成 年４月１日現在）

扶
養
手
当

同じ

同じ

同じ

住
居
手
当

通
勤
手
当

配偶者 円

配偶者以外の扶養親族 円

（扶養親族でない配偶者がある場合の１人目

円）

（配偶者がない場合の１人目 円）

※ 満 歳の年度初めから満 歳の年度末までの

子は、１人につき 円を加算する。

借家・借間居住者　

最高支給限度 円

持ち家居住者

（※新築又は購入の日から５年間） 円

交通機関利用者

１か月あたりの最高支給限度 円

交通用具（自家用車など）利用者

２ 未満　支給しない

２ 以上　距離に応じて

円～ 円

◆特殊勤務手当（平成 年度）

支給実績 千円

円

％

手当の種類（手当数）

代表的な手当

（注）支給職員の割合及び支給額については、普通会
計のものです。

支給対象職員１人当た

り平均支給年額

職員全体に占める手当

支給職員の割合

町立保育所の業務

に従事する保育士

◆時間外勤務手当

支給総額 千円

年度
千円

支給総額 千円

年度
千円

（注）支給額については、普通会計のものです。

職員１人当たり

支給年額

職員１人当たり

支給年額

◆特別職の報酬等の状況（平成 年４月１日現在）

区 分 給料・報酬月額 期末手当

町　長 円

副町長 円

議　長 円

副議長 円

議　員 円

（ 年度支給割合）

６月期 月分

月期 月分

計 月分



区　分 内　　　　　　　容

職員の任免・職員数の状況 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

◆職員の採用及び退職の状況 ◆勤務時間等の状況

項　　　　　　　目 一 般 職 員 等

採用者数（Ｈ ．４．１採用）

退職者数（Ｈ ．４．１～Ｈ ．３． ）

（注）本表には、県との人事交流に伴う採用者及び退職者が含まれて
います。

職員研修・勤務成績の評定の状況

◆研修の状況（平成 年度）

職員の分限・懲戒処分の状況

区　　分
分 限 処 分 懲 戒 処 分

免職 降任 休職 降給 免職 停職 減給 戒告

処分者数

職員の服務の状況

法令等を遵守する義務 職務命令に従う義務

秘密を守る義務 職務に専念する義務

政治行為等の制限 信用失墜行為の禁止

争議行為等の禁止 営利企業等の従事制限

（注）職員数は、一般職に属する職員数であり、休職者などは含み、
臨時職員を除いています。

◆部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

職　員　数 対前年増減数

年 年 年 年 年

議　　会

総務企画 △ △

税　　務 △ △

民　　生 △ △

衛　　生 △

労　　働

農林水産 △ △

商　　工

土　　木 △ △

小　　計 △

特別行政 教　　育 △

普　通　会　計 △ △

病　　院 △ △

水　　道 △ △

下 水 道

そ の 他 △

小　　計 △ △

合　　　　　計 △ △

業務上の

義　　務

町が実施したもの

職員間のパートナーシップ

向上研修

チームマネジメント強化研

修など

行政、政策課題別研修

税務職員研修、クレーム対

応研修など

奈良県市町村職員研修センター

等において実施されたもの

職員の福祉・利益の保護の状況

◆職員の健康診断の状況（平成 年度）

対象職員数 受 診 者 数 受　診　率

％

◆公務災害補償の状況（平成 年度）

区　　　分 傷　　　病 死　　　亡

公　務　災　害

通　勤　災　害

◆勤務条件に関する措置の要求及び不利益処分に

関する不服申立の状況（平成 年度）

新規及び継続とも該当事案はありません。

部門
区分

（注）職員の勤務時間などは、職務の特殊事情により勤務の割振りを
しています。

◆休暇等の種類

区　分 内　　　　　　　容

１年につき 日間付与（新規採用職員は 日間）。

日を超えない範囲内の残日数を繰り越すことが

できる。（平成 年度の平均取得日数は 日）

負傷又は疾病のため療養する必要があり、勤務し

ないことがやむを得ないと認められる場合の休

暇。

特別の事由により勤務しないことが相当であると

認められる場合の休暇。（結婚休暇、産前産後休

暇、忌引休暇、夏季休暇など）

負傷、疾病または老齢により、日常生活を営むの

に支障がある配偶者、父母、子などを介護をする

ため勤務しないことが相当であると認められる場

合の休暇。（無給）

年次有給

休　　暇

病気休暇

特別休暇

介護休暇

午前８時 分から午後５時 分まで

（休憩時間 分を除く１日８時間、週 時間勤務）

日曜日及び土曜日

国民の祝日に関する法律に規定する休日及び

月 日から翌年の１月３日までの日
休　　日

週 休 日

勤務時間

◆勤務成績の評定の状況（平成 年度）

勤務成績の評定は行っていません。

一
　
　
般
　
　
行
　
　
政

公
営
企
業
等



問い合わせ
　　 　　 － －

　　　　　　ＦＡＸ　 － －

（町健康づくりセンター）

◇エアロビクスポイントレッスン　～姿勢づくり～

自分の姿勢が他の人と比べると安定しないなと感じて

いる、エアロビクスを始めてみたいけど何から始めたら

いいかわからないという人におすすめのレッスンです。

■日　時 月８日、 日、 日（土）

午前 時 分から午前 時 分まで

■料　金 円（全３回）

■定　員 人

◇クロールポイントレッスン

少しでも前に進むためには、水をどのようにかけばい

いのか、楽に前に進むためのポイントは、など３回のレ

ッスンで練習します。

■日　時 月３日、 日、 日（月）

午後０時から午後０時 分まで

■料　金 円（全３回）

■定　員 ７人

第４期（１月～３月）の新規募集を 月８日（土）に行い

ます。募集人数など詳細は、電話で問い合わせてください。

■主　管 町教育委員会

月特別レッスン

子どもスイミング教室新規募集

◇大淀あらかしテレビの番組・加入促進補助金に関すること
町役場企画課

◇こまどりケーブルの加入・サービス内容に関すること
こまどりケーブル　 － －

いよいよ師走。今年も残すところあとわずかと
なりました。
今月は、「桜ヶ丘小学校音楽会」「人権フェスティ

バル」「佐名伝そば収穫祭」「下渕っ子フェスティバ
ル」の様子などを放送する予定です。

○議会中継
平成 年町議会第４回定例会の様子を生中継

します。
○年末特別番組（ 月 日～ 日）

月４日に盛大に行われた、第 回大淀町文
化祭「カラオケ大会」の様子を放送する予定です。
お楽しみに

放送時間など詳しくは、大淀あらかしテレビ
文字放送もしくは町ホームページをご覧ください。

大淀あらかしテレビを視聴するには、こまどり
ケーブルへの加入が必要です。是非加入してくだ
さい。

※カミナリに注意してください

落雷により、家電機器などが破損することがあり
ます。

大切な機器の損傷を避けるために、落雷が発生し
そうなときはテレビやパソコン、モデム等の機器類
のコンセントを抜くようにしましょう。

子育てを支援する町の事業で、延明保育園に委託して事業を
実施しています。
■日　　時 毎週月曜日：パンダクラス（０･１歳児）

毎週水曜日：ウサギクラス（２歳児以上）
※　どちらも午前 時から午前 時 分までです。
■場　　所 延明保育園あそびの森子育て支援センター
■持 ち 物 水筒・お手ふき・参加費（大人１人につき 円）
※１　各クラスはすべて申込制です。
※２ 月・火・水曜日は「あそびの森」の開放日です。自由に

利用してください。申し込みは必要ありません。
時間は午前 時から午後２時までです。

■育児相談 育児相談は随時受付をしています。
希望者は、延明保育園に直接申し込んでください。

■問い合わせ 延明保育園　

ベビーマッサージ（定員 組）

◇日　時 月 日（火）午前 時から午前 時 分まで

ママ・エアロビクス

◇日　時 月 日（火）午前 時 分から午前 時まで
ママトークの保護者も参加できます。

パ

ン

ダ

ク

ラ

ス

ウ

サ

ギ

ク

ラ

ス

／ （火）

／ （月）

／ （月）

／ （月）

／ （月）

１／７（月）

／ （火）

／ （水）

／ （水）

／ （水）

１／９（水）

ワイワイたいむ
「子どもの心と身体の発達～子どもの
育ちを考える」

お誕生日会（ 月生まれのお子さんを
募集します。参加希望の人は、 月７
日（金）までに子育て支援センターに申
し込んでください）

クリスマス会（ケーキ作り）スプーン
セットを持参してください。

振替休日のため休み

休み

新聞あそび
（新聞１日分を持参してください）

お誕生日会（ 月生まれのお子さんを
募集します。参加希望の人は、 月７
日（金）までに子育て支援センターに申
し込んでください）

ワイワイたいむ
「子どもの心と身体の発達～子どもの
育ちを考える」

クリスマス会（ケーキ作り）スプーン
セットを持参してください。

休み

うんどうあそび

マタニティーサークル（ぷれママッ子）

◇日　時 月 日（火）
◇場　所 助産師とのフリートーク、オイルマッサージ（フットマッサージ）
◇参加費 円・オイル代 円

「自宅で子どもとの関わり方」「オムツ替え」
「授乳」など家庭での子育てについて相談がある
場合は、自宅に訪問します。気軽に利用してく
ださい。



広告募集中広告募集中

町保健センター　 　 － － 　　
　　　　　　　　 － －
町ホームページからも申し込みができます。　
　　　　　　　　　　

●子どもの健康診査

実 施 日 ・ 受 付 時 間 対　　　　　象

４ヵ月児健康診査
月 日（木）・午後１時 分～午後２時 ７ ～ ８ 生まれ

１月 日（木）・午後１時 分～午後２時 ８ ～ ９ 生まれ

ヵ月児健康診査
月 日（金）・午後１時 分～午後２時 １ ～ ２ 生まれ

１月 日（金）・午後１時 分～午後２時 ２ ～ ３ 生まれ
３歳児健康診査 月 日（金）・午後１時 分～午後２時 ５１～ ６ 生まれ

予防接種名 実施日
対　象

今月通知する子 前の対象で受けていない子
～ 生まれの子
～ １ 生まれの子

１～ 生まれの子

３１～ ３ 生まれの子

三種混合

麻しん風しん混合

月 日（水）
１月 日（水）

上記の２日間

月 日（水）
１月 日（火）
２月 日（木）

月 日（水）

１歳から２歳未満の子

幼稚園・保育所などの年
長児

７歳６カ月未満の子

「Ⅰ期初回」の接種を終了
した７歳６カ月未満の子

第１期

第２期
（予備日）

期
初回

期
追加

※１　対象児には問診票を送付します。 ※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
※３　４ヶ月児健康診査で、ＢＣＧ予防接種を同時実施します。

※１　今月通知対象児には予診票を送付します。
※２　受付時間は午後１時 分から午後２時までです。

（麻しん風しん混合の第２期を受けるお子さんの受付は、午後２時から午後２時 分までです。）
※３　料金は無料で、場所は町保健センターです。

★転入した人は、以前に受けた予防接種について、町保健センターへ連絡してください。連絡のない場合は、予防
接種の案内ができませんので、ご了承ください。

●予防接種

［乳幼児］午前９時～午前 時　　　　　
［対　象］身体計測や、保健師・栄養士に

よる健康や育児についての相談
を行います。

［成　人］午後２時～午後４時
尿検査・血圧測定・保健師や栄
養士による健康についての相談
を行います。

麻しん風しん混合予防接種（第２期）を終了していない年長児は、平成 年３月 日までに接種をうけてくだ
さい。平成 年４月以降は、接種対象外となります。
不明な場合は、町保健センターへ問い合わせてください。

※１　町保健センターへ電話で申し込んでください。 ※２　場所は町立大淀病院です。

●検　　診（町ホームページから申し込みできます。）

●各種教室

実施日・実施時間 対　　　　　象
離乳食教室

（離乳食の進め方などについて、みんなで楽しく
調理実習しながら学びましょう）

１歳未満のお子さんがいるお母さん
や赤ちゃんの世話をしている人

月 日（木）
午後１時 分～午後３時 分

※１　町保健センターへ電話で申し込んでください。（町ホームページから申し込みできます。）
※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。

実施日など 対　　　　象 料　　　　　金

町民で 歳以上の女性
※受診回数は２年に１回です。平成

年４月以降に町の乳がん検診を
受診した人は対象になりません。

１月８日（火）・２月５日（火）
３月４日（火）・２月５日（火）

〔受付〕午後１時 分～午後２時 分
〔定員〕各回 人

乳がん検診
（視診・触診・乳房Ｘ線撮影〈マ
ンモグラフィ〉・問診を行います。

歳代（Ｘ線撮影２方向） 円

歳～ 歳（Ｘ線撮影１方向） 円

歳以上（Ｘ線撮影１方向） 無料



広告募集中 広告募集中

奈良県難病相談支援センターは、特定非営利活動法人奈良難病連と協働で「難病患者ピアカウンセリング」を実
施します。
同じ難病をもつ患者（奈良難病連の県内各患者会）による個別相談会です。いろいろな体験を踏まえた具体的な相

談が受けられます。
●方　　法 個別に面接します。電話相談もできます。（予約が必要です）
●場　　所 奈良県難病相談支援センター　交流室　
●場　　所 大和郡山市植槻町３－ （郡山保健所内）
●相 談 員 奈良難病連「リウマチ」「膠原病」「網膜色素変性症」「多発性硬化症」の各患者会員
●相 談 日 月 日（木）・１月 日（木）・２月 日（木）・３月 日（木）※いずれも午後１時から午後３時まで
●料　　金　個別面接は無料（電話相談の場合、電話代は自己負担となります）
●主　　催　特定非営利活動法人　奈良難病連・奈良県難病相談支援センター
●そ の 他　相談員は県のピアカウンセリング相談員研修を終了しています。

また、知り得た相談者の個人情報は守秘されます。
●申し込み 電話または で申し込んでください。
問い合わせ 奈良県難病相談支援センター　

身
近
で
よ
り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、
国
（
所
得
税
）
か
ら
地
方
（
住

民
税
）
へ
の
「
税
源
移
譲
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、

平
成

年
１
月
か
ら
所
得
税
が
減
り
、
そ
の
分
６
月
か
ら
住
民
税
が
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
税
源
の
移
し
替
え
な
の
で
、「
所
得
税
＋
住
民
税
」
の
税
負
担
は
基
本
的

に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

■問い合わせ先 町役場税務課

住民税の住宅ローン控除の適用を受ける人 申告書の提出方法

所得税の確定申告をしない人

所得税の確定申告をする人 所得税の確定申告書とともに税務署へ提出

平成 年分の所得税から住宅ローン控除額を控除しきれない額が発生した場合は、住民税

の住宅ローン控除の適用を受けるために毎年「市町村民税道府県民税　住宅借入金等特別税

額控除申告書（以下、申告書）を提出する必要があります。

所得税の確定申告をしない人は、申告書に源泉徴収票および住宅借入金等の年末残額合計

が確認できるもの（コピー可）を添付して町役場税務課（平成 年１月１日現在お住まいの市

町村）へ提出してください。

また、所得税の確定申告をする人は、所得税の確定申告書とともに税務署へ提出してください。

所得税額　
住宅
控除可能額

住民税住宅　
控除額

住民税住宅　　
ローン控除額　

所得税　　
住宅
控除額　　

納付
住民税額　
納付すべき　
住民税額　　

納付すべき　
所得税額　　

所得税額　

住宅
控除額　　

措
　
置

所得税から控除しきれなかった住宅ローン　
控除額を翌年度の住民税（所得割）から控除　

税源移譲後　税源移譲前　

これまで所得税から控除できた住宅ローン控除額が減少　

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額

減少　

所得税額　
が減少　

住宅
控除可能額

住宅ローン　
控除可能額　 所得税　　　

住宅ローン　
控除額　　　

住宅ローン　
控除額　　　

住宅ローン　
控除可能額　

税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が減る場合があります。

平成 年末までに入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている人で、所得税から控除し

きれなかった額がある場合は、翌年度の住民税（所得割）から控除できます。

平成 年

月 日
まで

申告期限

源泉徴収票および住宅借入金等の年末残額

合計が確認できるもの（コピー可）を添付し

て町役場税務課へ提出

※ 市町村民税道府県民税　住宅借入金等特別税額控除申告書については、町役場税務課お

よび税務署にあります。また対象者への郵送等は行っていませんので注意してください。
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大淀町職員新規採用者（平成 年４月１日採用予定）を次のとおり募集します。
１　職種及び採用予定人数
○理学療法士【町立大淀病院勤務】・・・・・・・・・・・・・・１人
○社会福祉士（ソーシャルワーカー）【町立大淀病院勤務】 ・・・１人

２　採用試験受験資格
○理学療法士 ・・・・・・・昭和 年４月２日以降に生まれた人
※ ただし、理学療法士免許を有する人または平成 年４月 日までに理学療法士免許を取得する見込
みの人に限ります。

○社会福祉士 ・・・・・・・昭和 年４月２日以降に生まれた人
※ ただし、社会福祉士免許を有する人または平成 年３月 日までに社会福祉士免許を取得する見込
みの人に限ります。

３　採用試験日
（１）筆記試験・・・・・・・平成 年１月 日（日）
（１）面接試験・・・・・・・平成 年１月 日（日）または同年２月３日（日）のいずれか１日
（２）試験会場・・・・・・・大淀町役場

※　いずれも受験申込者数により変更となることがあります。
４　受験申込書受付期間および提出先
（１）期　間・・・・・・・・平成 年１月７日（月）から平成 年１月 日（木）まで
（１）期　間・・・・・・・・午前８時 分から午後５時まで

※　ただし、土曜日・日曜日・祝日は受付を行いません。
（２）提出先・・・・・・・・大淀町役場総務部総務課内職員採用試験委員会
（１）期　間・・・・・・・・〒 － 大淀町大字桧垣本 番地
５　その他

受験申込書および試験案内は、職員採用試験委員会（町役場総務課）で配布します。
なお、受験申込書および試験案内は、大淀町ホームページ（ ）からダ

ウンロードできます。
その他、受験手続きおよび試験案内などに関するお問い合わせは、大淀町役場総務部総務課内職員採

用試験委員会　 まで。

県内各地で、利用者の減少により路線バスが廃止・休止されています。
町内を運行する「奈良交通」の路線バスも、国や県の補助金を受け運行を維持していますが、利用者が減

少すれば減便・廃止など路線を維持することは困難となります。
今後、さらに高齢化社会を迎え、路線バスは公共交通機関として大きな役割を担うこととなります。
一人でも多くの人が路線バスを利用し、運行を続けていけるよう、みなさんのご理解

とご協力をお願いします。

便利です路線バス

●ＩＣカード「ＣＩ－ＣＡ（シーカ）」が便利

「ＣＩ－ＣＡ（シーカ）」を利用すれば、「ＣＩ－ＣＡ」を

バス車内の読取機にピタッとふれるだけで運賃が精算で

き、小銭がいらずとても便利です。

カードの残額が少なくなっても、同じカードに料金を

チャージ（積み増し）することで、１枚のカードを繰り

返し利用できます。

●「ひまわりタイム」で運賃が割り引き

平日・土曜日は９時 分から 時 分まで、日曜日・

祝日なら終日、乗車の人を対象にひまわり回数券または

「ＣＩ－ＣＡ（事前にひまわり料金をチャージする必要が

あります。）」を利用することで、運賃が割り引きされます。

●「 （ピタパ）」「 （イコカ）」も利用できます。

●大淀町から主な区間の所要時間と料金の一例

■路線バスに関するお問い合せ

◇奈良交通テレフォンセンター　

◇奈良交通吉野営業所　　　　　

区　　　　　　間 所要時間 料　　金

大淀バスセンター から 橿原神宮前駅 分 円

大淀バスセンター から 県立医大病院 分 円

大淀バスセンター から 湯盛温泉杉の湯 分 円

下市口駅 から 五條バスセンター 分 円

下市口駅 から 岩森（下市温泉） 分 円

下市口駅 から 天川川合 分 円
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物品・製造・役務等にかかる競争入札参加資格申請（物品・製

造・役務等の指名願）の受付を行います。（ただし、町水道部、大

淀病院を除きます。）この競争入札参加資格申請の有効期限は平成

・ 年度（平成 年４月～平成 年３月）の２年間です。

■申請様式 本町統一様式

■提出部数 １部（Ａ４ファイル綴じ）

■受付期間 １月 日（火）～２月 日（金）

午前 時～正午、午後１時～午後５時（時間厳守）

※１ 土・日・祝日は除きます。また、期間が過ぎた場合は受付

できません。

※２ 提出書類については町役場総務課にあります。また、本町

ホームページ（ ）からダウン

ロードすることもできます。

■提出場所

〒 － 吉野郡大淀町桧垣本 番地

〒 － 町役場総務部総務課

■申請方法

持参または郵送（２月 日までの消印有効）で申し込んでくだ

さい。なお、郵送の場合は必ず簡易書留とし、封筒に「入札参加

審査申請書在中」と朱書して、返信用封筒

（ 円切手を貼付）を同封してください。

■問い合わせ 町役場総務課

経済産業省では、工業統計調査を 月

日現在で実施します。

年末から年始にかけて、製造業を営む

事業所に調査員が伺いますので、調査へ

のご協力をお願いします。

調査の内容は、統計法に基づき秘密が

厳守され、統計以外

の目的に使用される

ことはありません。

正確に記入していた

だきますようお願い

します。

■問い合わせ先

町役場企画課

家庭で使用した針の付いている点滴セットが、 月 日に

資源ごみとして出されていました。

ごみの収集およびリサイクルセンターでの分別作業は、「手

作業」により行われています。

感染事故防止のため、注射器や点滴セットなどの医療廃棄

物は、一般ごみとして出さないようご協力をお願いします。

■問い合わせ先 町役場住民生活課

平成 年（ 年）成人式を次の
とおり実施します。
■日　時
平成 年１月 日（月・成人の日）
受付　午前９時 分
開会　午前 時

■場　所
町文化会館あらかしホール

■対象者
昭和 年 月２日から昭和 年 月
１日までに生まれた人

※ 本町に住民票がない人で、本町
の成人式に参加を希望する人は、
事前に連絡してください。

■問い合わせ先
町教育委員会事務局生涯学習課

“聖夜に を♪”

■日　時 月 日（日）
開演　午後６時 分

■場　所 あらかしホールホワイエ
■内　容 出演者：野上　圭三他
■入場料 前売り入場券（好評販売中）
〈一　般〉 円（当日は 円増）
〈友の会〉 円（前売りのみ）
問い合わせ先
町文化会館　

使用済みの医療器具の廃棄は、処方した医療機関や薬

局への返却により処理してください。
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平
成

年
に
制
定
さ
れ
た
「
大
淀

町
政
治
倫
理
条
例
」
で
は
、
政
治
倫

理
に
関
す
る
こ
と
を
調
査
す
る
た

め
、「
大
淀
町
政
治
倫
理
審
査
会
」
を

設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

審
査
会
委
員
は
、
政
治
倫
理
に
関

し
専
門
的
知
識
を
有
し
て
い
る
人
お

よ
び
選
挙
権
を
有
し
て
い
る
人
、
町

議
会
議
員
の
う
ち
か
ら
町
長
が
委
嘱

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

選
挙
権
を
有
し
て
い
る
人
の
う
ち

か
ら
委
嘱
さ
れ
る
委
員
を
、
次
の
と

お
り
一
般
公
募
し
ま
す
。

■
募
集
人
数

３
人

■
募
集
期
間

月

日
（
月
）
～

日
（
木
）

■
応
募
で
き
る
人

町
長
お
よ
び
町
議
会
議
員
の
選
挙

権
を
有
し
て
い
る
人

※

公
職
選
挙
法
に
よ
り
選
挙
権
を

有
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
人

は
、
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

■
応
募
方
法

郵
送
（
は
が
き
か
封
書
）
ま
た
は

文
書
を
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
電
話
に
よ
る
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。）

な
お
、
は
が
き
な
ど
に
は
、
住
所
、

氏
名
（
自
署
ま
た
は
記
名
押
印
）
、

生
年
月
日
お
よ
び
連
絡
先
電
話
番
号

を
記
入
し
、『
政
治
倫
理
審
査
会
委

員
応
募
』
と
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

※

郵
送
の
場
合
は
、

月

日

（
木
）
到
着
分
ま
で
、
文
書
を
持

参
す
る
場
合
は
町
役
場
の
執
務
時

間
内
（
午
前
８
時

分
～
午
後
５

時

分
）
に
限
り
ま
す
。
た
だ
し
、

土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

■
委
員
選
考
結
果
の
通
知

委
員
選
考
の
結
果
は
、
文
書
で
１

月

日
（
金
）
ま
で
に
本
人
に
通
知

し
ま
す
。

な
お
、
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、

選
考
（
く
じ
）
に
よ
り
委
員
を
決
定

し
ま
す
。

■
委
員
の
任
期

平
成

年
１
月

日
か
ら
２
年
間

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
総
務
課

法
律
に
基
づ
き
、
次
の
要
件
を
満

た
す

歳
以
上
の
人
は
、
大
淀
町
農

業
委
員
会
委
員
の
選
挙
に
よ
る
委
員

の
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権
を
有
し

ま
す
。

本
町
に
住
所
を
有
す
る
人

昭
和

年
４
月
１
日
ま
で
（
１
日

を
含
む
）
に
生
ま
れ
た
人

ア
ー
ル
（
約
１
反
）
以
上
の
農

地
で
耕
作
の
業
務
を
営
む
人
、
ま

た
は
そ
の
人
と
同
居
す
る
親
族
、

も
し
く
は
配
偶
者
で
あ
っ
て
年
間

日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る

人町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
こ
れ

ら
の
要
件
を
満
た
す
人
の
申
請
に
基

づ
い
て
、
農
業
委
員
会
委
員
名
簿
を

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
作
成
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
名
簿
の
登
録
申

請
は
、
１
月

日
（
木
）
ま
で
に
各

農
業
生
産
組
合
長
を
通
じ
て
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
人
名
簿
の
閲
覧

作
成
し
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
は
、
２
月

日
（
土
）
か
ら

３
月
９
日
（
日
）
ま
で
、
町
選
挙
管

理
委
員
会
（
町
役
場
総
務
課
内
）
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

登
録
申
請
し
た
人
は
、
氏
名
・
生

年
月
日
な
ど
の
記
載
事
項
に
誤
り
が

な
い
か
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
農
業
委
員
会
（
町
役
場
建
設
産

業
課
内
）

町
営
住
宅
入
居
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
住
居

北
町
町
営
住
宅
（
１
戸
）

比
曽
町
営
住
宅
（
２
戸
）

北
町
改
良
住
宅
（
２
戸
）

■
受
付
期
間

月

日
（
金
）
～

日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
受
付
場
所

町
役
場
人
権
施
策
推
進
室

■
必
要
書
類

入
居
申
込
書
、
入
居
家
族
全
員
の

住
民
票
、
課
税
証
明
書
、
納
税
証
明

書
な
ど

■
応
募
資
格

〈
町
営
住
宅
〉

平
成

年

月

日
以
前
か
ら

本
町
在
住
の
人

〈
改
良
住
宅
〉

平
成

年

月

日
よ
り
６
ヶ

月
以
前
か
ら
、
下
渕
北
町
地
区
内

に
住
所
を
有
す
る
人

※

そ
の
他
、
入
居
要
件
な
ど
が
あ

り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
人
権
施
策
推
進
室

家
で
家
族
を
介
護
す
る
人
が
、
よ

り
安
心
し
て
介
護
が
で
き
る
よ
う
に
、

介
護
の
知
識
・
技
術
を
学
び
、
介
護

に
つ
い
て
の
精
神
的
・
肉
体
的
な
軽

減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。

■
日
　
時

１
月

日
（
水
）

午
後
１
時

分
か
ら

午
後
３
時

分
ま
で

■
場
　
所

町
桜
ヶ
丘
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階

集
会
室

■
内
　
容

介
護
食
の
作
り
方
に
つ
い
て

■
対
象
者

町
内
在
住
で
、
要
支
援
お
よ
び
要

介
護
状
態
に
あ
る
人
を
自
宅
で
介
護

し
て
い
る
人
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
虚

弱
高
齢
者
の
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る

近
隣
の
援
助
者
、
ま
た
は
介
護
に
対

し
て
興
味
の
あ
る
人

■
募
集
人
数

人
程
度
（
先
着
順
）

■
申
込
締
切

１
月

日
（
木
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

０
７
４
７

７
７
６
０

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
を

募
集
し
ま
す

家
族
介
護
者
教
室

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請






